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研究課題中間評価調書

■ □ (

１　研究の目的・概要

２　課題設定時の背景（問題の所在、市場・ニーズの状況等）

３　課題設定時の最終到達目標

①研究の最終到達目標

②研究成果の受益対象（対象者数を含む）及び受益者への貢献度

令和 ２ 年度 当初予算 補正予算 月) 記入日 令和 ２年 ６月 23日

機関長名 金　　和裕 担当(班)名 病害虫担当

連　絡　先 018-881-3327 担当者名 髙橋　良知

政策コード 3 政　策　名 新時代を勝ち抜く攻めの農林水産戦略

施策コード 2 施　策　名 複合型生産構造への転換の加速化

指標コード 1 施策の方向性 大規模園芸団地を核とした戦略作物の更なる生産拡大

重点（事項名） 野菜・花きの省力高品質安定生産技術の開発 基盤

研究 ○ 開発 ○ 試験 ○ 調査 ○ その他

県単 ○ 国補 共同 ○ 受託 その他

評　　価　　対　　象　　課　　題　　の　　内　　容

機　関　名 農業試験場 課題コード Ｈ310304 事業年度 Ｒ１ 年度 ～ Ｒ５ 年度

課　題　名 先端技術を活用した新たな園芸作物病害虫防除技術の確立

種　　　別

・野菜・花き類など戦略作物における病害虫の総合的防除技術を確立する。
・地域特産作物の病害虫防除技術を確立する。
・緊急防除対策技術の高度化を図り、診断依頼に対して迅速に病害虫を同定し、的確に防除技術を提供する。

　受益者は園芸作物栽培者。受益者は生産上問題となっている病害虫の防除が可能となり、収量低下が抑制さ
れ、生産物の高品質化により収益性が向上する 。

①野菜・花き類等戦略作物病害虫の総合的防除技術の確立
○秋冬ネギで多回数の防除が必要な主要病害（さび病、べと病、葉枯病）に対して、省力・低コスト防除体系を
確立する。
○防除技術が未確立であるアスパラガス疫病について農薬登録を取得すると共に、効果の高い防除体系について
検討する。
○赤色防虫ネット等新技術を組み入れた施設アスパラガス害虫の総合的防除技術を確立する。
○新たな防除技術である産業用マルチローター（ドローン）を用いた病害虫防除技術の実用化を検討する
 （自動飛行含む）。
　・エダマメのべと病およびダイズサヤタマバエに対する防除技術の検討
　・ネギの主要病害虫に対する防除技術の検討

②地域特産作物の病害虫等防除技術の確立
○薬用作物等地域特産物の安定生産へ向け、被害の大きい病害虫等に対し農薬登録を含めた防除技術を確立す
る。

③緊急防除対策技術の確立
○診断依頼に対応し、迅速に病害虫を同定し、的確な防除技術を提供する。
○秋田県立大学との連携の下、遺伝子診断技術を活用した診断体制を整備・拡充し、更なる診断技術の高度化を
図る。

○「ふるさと秋田農林水産ビジョン」の下、県では収益性の高い経営への転換を加速するため、園芸メガ団地等
を核として野菜・花き類など戦略作物の生産拡大が図られており、生産規模の大型化、出荷期間の拡大が進んで
いる。
○生産現場では毎年病害虫による被害が発生しているが、大規模化に伴い適期防除が難しくなる等経営上大きな
課題となっている。また、担い手不足や収益性向上の観点から防除作業の軽減化、低コスト化が求められてい
る。
○新たな省力・低コスト防除技術として、産業用マルチローター（ドローン）を用いた農薬散布技術の確立や赤
色防虫ネット等の普及が期待されている。　
○本県農業の地域振興に重要な地域特産作物については、登録農薬が少なく、病害虫等の発生が生産振興上の大
きな問題となっている。



４　全体計画及び財源

７　これまでに得られた成果

５　課題設定時からの市場・ニーズの変化等 

６　本県産業や県民生活への向上への貢献の見込み

８　残る課題・問題点・リスク等

　別紙のとおり。

　２　課題設定時と同じ。

○生産拡大が図られている野菜・花き類等の戦略品目や地域特産作物について、生産上問題となっている病害虫
に対する効果的な防除が可能となり、生産振興に寄与する。

○戦略品目と各地域の特産作物を対象とするため、広く県内農家、消費者の公共の利益に貢献できる。

＜現場対応＞
○診断依頼のあった129件について、発生原因を特定し（病害44件、虫害50件、生理障害等35件)、防除対策を提
供した。

○秋田県内においてアスパラガス褐斑病を初確認し、病害虫防除対策情報特殊報を発表するとともに実用化でき
る試験研究成果（参考情報：秋田県におけるアスパラガス褐斑病の発生）として報告を行い、生産現場に防除対
策の提供を行った。

＜学会発表＞　
○ネギ葉枯病とさび病に対する農薬の選定について、令和２年度日本植物病理学会（口頭）で報告。

  産業用マルチローターで県が先進的に有効性を見いだした農薬や、地域特産物の病害虫等に対して効果が確認
された農薬の使用については、登録申請から受理まで時間を要するため、直ちに生産現場で使用することができ
ない場合がある。



９　評価

観点
○ A ● B ○ C ○ D

Ａ ニーズの増大とともに研究目的の意義も高まっている  Ｃ ニーズの低下とともに研究目的の意義も低くなってきている    

Ｂ ニーズに大きな変動はない Ｄ ニーズがほとんどなく、研究目的の意義がほとんどなくなっている

○ A ● B ○ C ○ D

Ａ 大きな効果が期待される Ｃ 小さな効果が期待される

Ｂ 効果が期待される Ｄ 効果はほとんど見込めない

○ A ● B ○ C ○ D

Ａ 計画以上に進んでいる Ｃ 計画より遅れている

Ｂ 計画どおりに進んでいる Ｄ 計画より大幅に遅れている

○ A ● B ○ C ○ D

Ａ．目標達成を阻害する要因がほとんどない Ｃ．目標達成を阻害する要因がある

Ｂ．目標達成を阻害する要因が少しある Ｄ．目標達成を阻害する要因が大いにある

○ Ａ　　当初計画より大きな成果が期待できる Ａ

○ Ｂ+　当初計画より成果が期待できる B+

● Ｂ　　当初計画どおりの成果が期待できる Ｂ

○ Ｃ　　さらなる努力が必要である Ｃ

○ Ｄ　　継続する意義は低い Ｄ

評価を踏まえた研究計画等への対応

判定基準

各評価項目が全てＡ評価である課題

各評価項目がＢ評価以上であり、Ａ評価が２つ以上の課
題（Ａ評価を除く）
各評価項目がＢ評価以上である課題
（Ａ評価、Ｂ＋評価を除く）
いずれかの評価項目でＣ評価がある課題
（Ｄ評価を除く）
いずれかの評価項目でＤ評価があり、評価要因が改善
不可能で、研究継続が困難と認められる課題

事前 中間（年度） 中間（年度） 中間（年度） 中間（年度） 中間（年度）
－

【内部評価委員】
・ネギの難防除病害対策や産業用マルチローターの現地導入技術など現地のニーズが高い。
・地球温暖化の進行や、野菜・花きの面積拡大により、これまでに発生の無かった新規の病害、虫害の増
加が懸念される。県立大学等との連携による迅速な診断、防除技術の確立が一層重要となる。
・園芸メガ団地等が整備され、野菜や花きなどの栽培面積が急速に拡大しているため、今後、更に生産現
場から病害虫防除対策の要望の増加が予想される。

【内部評価委員】
・いずれの研究課題もＲ１到達目標を達成しており、計画どおりの進捗となっている。

【内部評価委員】
・農薬登録に関して受理までに時間がかかるとすれば、資料は早めに提出することが重要である。防除技
術の確立については、産業用マルチローターを含めて的確な防除体系を検討していただきたい。

　園芸メガ団地等が整備され、野菜や花きなどの栽培面積が急速に拡大していることから、多様なニーズに柔軟
に対応できるよう、現場の情報収集をより一層強化し、産業用マルチローターを含めた防除技術を研究してい
く。
　また、農薬登録に関して、現場から早急な使用を求められるものについては、同じ要望をもつ他の都道府県と
の連携も視野に入れながら、国へ早期登録を要望することも検討していく。

（参考）
過去の評価結果

1
 
ニ
ー
ズ
の
状
況
変
化
２
　
効
果

【内部評価委員】
・病害虫防除技術は生産者の関心の高い内容であり、また課題で取り上げている施設アスパラガス、ネギ
は生産が伸びている品目で、生産現場への貢献度が高い研究課題である。
・アスパラガスの疫病対策など、農業試験場の試験成果が現地で取り入れられているなど効果が高い。
・今後、野菜や、花き戦略作物の生産面積が拡大し、病害虫被害も増大することが想定されることから、
防除技術の確立によって複合型生産構造への転換が安定的に加速されることが期待される。
・現在の作物生産において、安定経営のために農薬の使用は重要であり、防除体系の検討や防除効果の高
い農薬登録の試験を行うことは生産者にとって有益であり、本県全体の生産力の向上に繋がり、研究成果
の効果が期待される。
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病

　
　
害
虫
防
除
技
術
の
実
用
化
（
自
動
飛
行
含
む
）

　
・
エ
ダ
マ
メ
の
べ
と
病
お
よ
び
ダ
イ
ズ
サ
ヤ
タ
マ
　

　
　
バ
エ
に
対
す
る
防
除
技
術
の
検
討

　
・
ネ
ギ
の
主
要
病
害
虫
に
対
す
る
防
除
技
術
の
検

　
　
討

２
．
地
域
特
産
作
物
の
病
害
虫
等
防
除
技
術
の
確
立

　
①
薬
用
作
物
等
の
病
害
虫
等
防
除
技
術
の
確
立

　
・
農
薬
登
録
に
向
け
た
農
薬
の
防
除
効
果
の
検

　
　
討
お
よ
び
作
物
残
留
試
験
の
実
施

３
．
緊
急
防
除
対
策
技
術
の
確
立

　
①
園
芸
作
物
病
害
虫
の
迅
速
な
診
断
と
防
除
対
応

　
・
秋
田
県
立
大
学
と
の
連
携
の
下
、
遺
伝
子
診
断

　
　
技
術
を
活
用
し
た
診
断
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

　
　
に
よ
り
、
迅
速
に
原
因
と
な
る
病
害
虫
を
同
定

　
　
し
、
的
確
な
防
除
技
術
を
提
供
。
　
　
　

○
主
要
な
園
芸
品
目
に
お
い
て
生
産
上
問
題
な
っ
て
い
る
病

害
虫
の
総
合
的
防
除
技
術
を
確
立
す
る
。
ま
た
、
生
産
規
模

の
大
規
模
化
に
対
応
し
た
産
業
用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
や
赤
色

防
虫
ネ
ッ
ト
等
新
技
術
の
実
用
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

○
地
域
特
産
作
物
の
生
産
安
定
へ
向
け
、
被
害
の
大
き
い
病

害
虫
等
に
対
し
農
薬
登
録
を
含
め
た
防
除
技
術
を
確
立
す
る
。

○
毎
年
10
0
件
を
超
え
る
病
害
虫
診
断
依
頼
に
つ
い
て
、
被

害
防
止
の
た
め
に
迅
速
、
正
確
な
同
定
を
行
う
。

担
　
　
当

生
産
環
境
部

病
害
虫
担
当

研
究
期
間

令
和
元
～
５
年
度

（
５
年
間
）

１
．
野
菜
・
花
き
類
等
戦
略
作
物
病
害
虫
の
総
合
的
　

　
防
除
技
術
の
確
立

　
①
秋
冬
ネ
ギ
の
さ
び
病
、
葉
枯
病
に
対
す
る
農
薬
　

　
　
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
耕
種
的
防
除
を
行
っ
　

　
　
た
場
合
の
薬
剤
防
除
回
数
の
違
い
に
よ
る
防
除

　
　
効
果
を
確
認
。

　
②
土
壌
還
元
消
毒
に
よ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
疫
病
へ
　
　
　

　
　
の
防
除
効
果
を
確
認
。

　
③
現
地
の
施
設
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
お
け
る
害
虫
の

　
　
発
生
実
態
を
把
握
。

　
④
産
業
用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
に
よ
る
エ
ダ
マ
メ
の

　
　
べ
と
病
、
ツ
メ
ク
サ
ガ
お
よ
び
ネ
ギ
の
主
要
病

　
　
害
虫
に
対
す
る
防
除
効
果
を
確
認
。
ま
た
、
ダ

　
　
イ
ズ
サ
ヤ
タ
マ
バ
エ
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
チ
　
　
　
　

　
　
ロ
ー
タ
ー
に
使
用
す
る
農
薬
を
選
定
。

２
．
地
域
特
産
作
物
の
病
害
虫
等
防
除
技
術
の
確
立

　
・
き
き
ょ
う
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
使
用
す
る
農
薬

　
　
登
録
に
向
け
た
作
物
残
留
試
験
を
完
了
。

　
・
う
ど
と
つ
る
む
ら
さ
き
に
使
用
す
る
農
薬
登
録
　

　
　
に
向
け
た
防
除
効
果
試
験
を
完
了
。

３
．
緊
急
防
除
対
策
技
術
の
確
立

　
・
12
9
件
の
診
断
依
頼
に
対
応
し
、
防
除
対
策
を

　
　
提
供
し
た
ほ
か
、
施
設
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
お
い

　
　
て
、
県
内
初
確
認
と
な
る
褐
斑
病
を
発
見
。
　
　
　


